































3 , Wi ndows95の特徴
J{ ーソナルコンピュータの分野において、その技術の進歩は飛躍的であり、特にプロセッサに至
ってはぺンティアムやPowerPC等、数世代前のメインフレームにも劣らない技術が開発されている。
プロセッサの性能は 8 ， 16 ， 32 ピットと移行し、搭載可能なメモリの容量も数年前のHD容量
に値するほどとなった。しかしながら、人間とのインターフェースであるOSに関しては、一貫して









































これらの事から考えると、 Server専用機と Windows95を用いた C1 i en t!Server型で、のネットワー
クの構築が容易であり、システムの安定性も高いと考える。しかしながら今回のWindows95で、付加
































ス方式に関する事が、ネットワーク層及びトランスポート層は、 TCP/IP (UNIX系) , 1PX/SPX (ネッ
トウェ7) , NetBIOS, Apple Talk (Machintosh) 等のプロトコルに関する事が、セッション層、プレゼ
ンテーション層及びアプリケーション層は、 FTP ， Telnet等のネットワークアプリケーションに関
する事がそれぞれ当てはまる。 Windows95では、このモデル図でプロトコルの部分(ネットワーク
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層及びトランスポート層)に、 NetBIOS、 Net Wareに代表される IPX/SPX、 UNIXの標準的なプロト
コルのTCP/IPがバンドルされている。今回のネットワークの構築にあたっては、このプロトコル











• SVGA (1280* 1 024) のディス7。レイ
・ HD容量340MB
.1. 44MB対応 3 モードFD
PC-9821V7本2
.16MBのRAM
• SVGA (1280* 1 024) のディス7。レイ
.HD容量850MB




.SVGA (1 280本 1024) のディス7。レイ
.HD容量340MB
.1. 44MB対応 3 モードFD
PC-9821V10本 l
.32MBのRAM
.SVGA (1 280判 024) のディス7。 レイ
.HD容量850MB
.1. 44MB対応 3 モードFD
.4 倍速CD-ROMト。うイデ





(2) スター型 (3) 階位型





今回のネットワーク構築がCl ien t/Server型を意識したPeer to Peer型で、あり、構築後のCl ient主
体マシンの増設などの拡張性を考慮し、配線に 10BASE-Tケーブルを使用する事からスター型の構築
となった。 HUBについては、 16PORTのものを用意し、ネットワーク OSとして購入したWindows95 は、
台数分用意した。これは、
1，ソースファイルの大半を Cl ient主体のマシンに依存する事で、 Server主体マシンに於ける障
害の影響を防くぐぐ、柏、
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